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秋田県立比内支援学校 地域支援部  

特別支援教育は「チーム」が好きです 

  特別支援教育アドバイザー  佐藤 正好 

              

 野球もバレーボールもチームプレーです。もちろん一人一人のスキルは高いほどよいのですが、

個人プレーではないので一人一人の役割やチームとしての意識が大切になります。特別支援教育も

同じです。いろんな子どもの相談を受けますが、相談が難しいほどチームでの支援が必要となりま

す。担当教員の見方と教育専門監の見方は違います。私の見方も違う時があるからです。だから、

調整が必要になるのです。その一人一人の専門性を生かしながら一人の子どもの困りを解決すべく

取り組みます。つまり、チームとしての取り組みです。 

 学校だけで悩んでいる時代は終わりました。問題の質も背景も要素も、今は単純ではなく複雑化・

多様化しています。一人の見方では解決できないほど問題の糸が絡み合っているのです。だから多

方面から、多角度的に物事を見る必要に迫られます。内部だけでは似たような視点からの出発にな

りがちです。視点の始点が違う外部の見方が必要になってくるのです。それでも、すぐに解決でき

なかったり、解決の途上で行き詰まったり、解決策の変更を余儀なくされたりします。でも、確実

に解決に向けて動き出します。解決の方向性が見えると学級担任の重い荷物が軽くなります。時々

笑顔が見られるようになります。チームの力は何倍にも膨れあがるのです。頼もしいものです。 

 校長先生を含めた管理職やコーディネーターの方は、今ある資源を見つめ、人的資源を最大限に

活用する方法を選ぶべきだと思っています。それは、何のことはなく、後で後悔しないためです。

外部支援先は案外あります。その一つとして、比内支援学校にはプロの職員がいます。無料です。

使わない手はないです。 

 翻って、一見個人プレーにしか見えないマラソン選手やスキー選手等のことを見るとその選手の

周りには監督やコーチであったり、管理栄養士であったり、スポーツ Dr.であったりと正にチーム

があっての選手であることが見えてきます。スポーツ選手から教育に展開しチームプレーを引き出

すことは、いささか強引な面もありますが「特別支援教育にはチームが似合っている」とずっ～と

思っています。 

 

HINAI ｽﾏｲﾙｻﾎﾟｰﾄ相談会 

本校では、大館市の内の小・中学校で特別な支援が必要なお子さんに関わっている先
生方を対象に「HINAI スマイルサポート相談会」を開催します。日々の学校生活に生か
すことができるように、一緒に考える場にしたいと思います。お気軽にご相談ください。 

電話又は FAXで申込みください。（詳しくは、本校ホームページをご確認ください） 

 



比内支援学校 令和６年度 地域研修会 

「スマイルサポートセミナー」開催予定 

 本校では、夏季休業中に大館市教育研究所と共催で、また、秋に高等学校特別支援チーム研修 

会として大館鳳鳴高等学校と共催で「スマイルサポートセミナ－」を開催する予定です。今年度も、

たくさんの御参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日時・対象・場所                    講師及び研修内容 

７月３１日（水） 

・大館市教職員「夏季研修会」と

共催 

・場所：秋田職業能力開発短期大学校  
・時間：８：３０～１０：００ 

第１回スマイルサポートセミナー兼大館市夏季研修会 

・講師： 宮城学院女子大学 教育学部 教育学科 

教授 梅田 真理 氏 

・演題：通常の学級における特別な支援が必要な子どもの

理解と対応 

７月３１日（水） 

・大館市教職員「夏季研修会」と

共催 

・場所：秋田職業能力開発短期大学校 

・時間：１０：２０～１１：５０ 

第２回スマイルサポートセミナー兼大館市夏季研修会 

・講師：秋田県立医療療育センター 発達障害者支援部 

     部長  荒川 祐介 氏 

・演題：発達障害のある子どもの理解と対応 

  

９月１２日（木） 

・場所：大館鳳鳴高等学校（全日制） 

・時間：未定 

第３回スマイルサポートセミナー 

（高等学校特別支援チーム研修会） 

・内容：実践発表と講話 

    講話 宮城学院女子大学 教育学部 教育学科 

教授 梅田 真理 氏 

その「気付き」発信していますか？共有していますか？ 

 「並んで歩くルールがなかなか身に付かないな～」「突然の発言が多いな～」「提出物

の遅れが増えてきたな」それは「気付き」です。一過性の状況なのか、その行動に特別

支援教育の視点からの困難さがあるのか、担任一人では見極められないケースもありま

す。気付きをコーディネーターや管理職と共有し、学校（園）全体での対応につなげる

ことが大切です。 

  

特別支援教育に関わる情報提供や相談等、お気軽にお問い合わせください。 

教頭：佐藤 香代子  教頭：加藤 宏和 

教育専門監：藤田 久美子    地域支援部主任：市川 千恵子 

 TEL ０１８６－５５－２１３１    FAX  ８６－５５－２１３２ 

ホームページ  http://www.hinai-s.akita-pref.ed.jp 

新しい環境、新しい友達、新し

い学習、新しい担任。 

児童生徒のつまずきは思わぬと

ころから生まれることも。長引く

ことで深刻化することもありま

す。気付きや悩みを一人で抱え込

まず、チームでの対応や即時的な

対応につなげましょう。 

 キーワード『気付き』 


